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１ はじめに
1-1 本研究の背景と目的
現在，大学を地域の知的拠点として位置づけ，地域との連携交流を行い，学術的・文化
的な貢献を果たし，地域社会の発展に寄与することを目的とした活動が盛んに見られる。
建築学科やデザイン学科などの分野がある大学では，地域の中にまちづくりに密着した核
となる施設を配置し，より専門的な技術の提供・蓄積を図り，地域に根付いたネットワー
クを築いている。もう一方で，1985 年の男女雇用均等法の施行から，女性の社会進出の本
格化，および，量的拡大と職域の拡大，それに伴う労働環境の整備によって女性が活躍す
る場面が多くなっている反面，建築業界やデザインにおける業界において専門性が高いた
め就職や転職することが難しく，活動拠点となる女性に特化した情報収集されている場所
が少ないことが問題視されている。本研究の目的は，国内のデザインセンターの活動状況
から各主体との関係性を明らかにし，椙山女学園大学で女子大学という特性を活かしデザ
インに関心のある女性の活動を支援する施設を提案し，大学が運営するデザインセンター
の地域における貢献の可能性を探ることにある。
1-2 本研究の特徴
本研究の特徴は，デザインセンターの運営主体の違いによる地域貢献を明らかにし，ま
た，その各利用主体との関係性について考察するだけではなく，その考察をもとに椙山女
学園大学におけるデザインセンターを提案し，星が丘で地域貢献と成りえるか，その可能
性まで探ることにある。本研究の構成を図１に示す。
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1-3 本研究の方法
本研究の構成をもとに，既往研究の整理を行い，国内デザインセンター活動・運営の状
況の把握のため，運営調査・実態調査を行った。また，椙山デザインセンターの計画を行
うために，利用主体の対象者にアンケートによるニーズ調査を実施し，椙山女学園大学に
おける椙山デザインセンターの施設計画の検討条件の整理を行い，４つのパターン別に機
能・活動内容を表にし，利用主体となり得る対象に評価アンケート・インタビューを行っ
た。これによって，椙山女学園大学が運営するデザインセンターの地域貢献の可能性につ
いて考察する（図２，表１）。
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図１ 本研究の構成
図２ 本研究の方法
２ 国内デザインセンターの活動と地域貢献
2-1 国内デザインセンターの多様化
デザインセンターの始まりは，地域産業の活性化を図るためにその地域の特色のある産
業に合わせて作られた。施設内容は，創造活動支援・キャリア支援・研究・情報提供・情
報発信を様々な機能に分岐している。運営機関は公共（県，市，団体），大学，民間企業に
分かれ，連携したものもある（表 2∼ 5）。
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表１ 調査方法
目的 運営調査 実態調査 既往研究 学生のニーズを探る
活動中のデザイナーの
ニーズ
調査方法 ポスティング
視察
インタビュー
文献調査 アンケート インタビュー
対象 国内デザインセンター
国内DC内，重要度が高
いもの
日本建築学会HP 検索し
た文献
環境デザイン学科（1・2・
4年）
院生・卒業生・外部デザ
イン学科
女性デザイナー
項目
・どこが運営管理をして
いるか
・スタッフ数・設備確認
・営業時間，利用料金
・資料有無
・施設内容
・資金源・利益
・スタッフについて
・ギャラリー，セミナー
について
・利用者数・年齢層
・施設図面・機能構成
・問題点や改善点
・デザインセンターの検
索した文献
その中で特に大学運営し
ている，地域に貢献して
いるデザインセンターを
主に参考とする
・ギャラリー観覧につい
て
・芸術分野の趣味につい
て
・講座利用について
・作業スペース
・将来について
・交流・情報の場の必要
性
・現在の仕事・職種・活
動内容
・ギャラリー利用の有無
（理由・費用・回数など）
・講演・講座利用有無
・デザインに対して学び
たいこと
・求めている施設・交
流・情報
表２ 国内デザインセンターの分類
機能分類 /運営分類 大学 民間
公共
県 市 団体
機能・設備重視型 2 1(1) 2(1) 2 −
制作重視型 2 − − 1 2
キャリア支援重視型 1(1) 1 1 − 2(1)
研究・調査重視型 1(1) 1(1) 2 1(1) −
地域産業復興型 − − 1 − 4
情報発信型 2 − − − 1
その他 1 − − − −
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表３ 柏の葉アーバンデザインセンター
施設名 柏の葉アーバンデザインセンター
運営機関 市，学校，企業（公民学連携）
設立 西暦 2006．11
勤務体制 シフト制 ○ 午前・午後 昨年度の来客数 年間（２年で 4.5万）人
スタッフ内訳 社員(常勤) アルバイト・学生 アルバイト・一般 ボランティア・学生 ボランティア・一般 スタッフ数(計)
受付 − 人 − 人 5 人 − 人 − 人 5 人
事務員 5 人 − 人 − 人 − 人 − 人 5 人
警備員 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人
その他 4 人 − 人 − 人 数人 − 人 4＋数人
合計 9 人 − 人 5 人 − 人 − 人 14＋数人
来客者(多い順位) １，学生 ２，家族連れ ３，年配の方
休館日
年中無休 −
営業時間
平日 ( 10 )時∼( 19 )時 定休日 −
土日，祝日 ( 10 )時∼( 19 )時 年末年始 ○
入館料 有料 − 大人( )円 小人( )円 無料 ○
駐車場有無 × (無料) ( )台 最寄り駅 柏の葉キャンパス 駅
その他交通機関 バス 分 徒歩 1 分
ギャラリー有無 ○ 利用料
有料(一週間利用) ( − )円
無料 割引 −
利用期間 １ヶ月程度 展示販売の有無 ○
学割 −
その他割引 −
講座の有無 ○ 講座内容順位
1 2 3 4
デザイン講座 市民講座 − −
講座頻度 １週間に１回 情報誌発行有無 ○ 柏の葉アーバンデザインセンター
発行頻度 半年１回 資料・図書スペースの有無 ○
冊数
5000冊
貸し出しの有無 × 貸し出し期間 − 機材・道具利用有無 ○
レンタル道具
工房道具 画材 模型道具 手芸道具 パソコン PCソフト
○ − ○ − ○ ○
印刷器具 その他
PC台数 ( 不明 )台 利用可能なOS
Windows XP, Vista
○ プロジェクター Mac X
デザインの相談受付
学生 ○
一般 ○
規模
ギャラリーA 140m
2
平面図・案内図・写真
ギャラリー B m
2
ギャラリーC m
2
制作室 m
2
工房 m
2
スタジオ m
2
講義室 A m
2
講義室B m
2
講義室 C m
2
図書スペース
m
2
席
事務室
40m
2
席
研究室
m
2
席
ラウンジ 75m
2
計 m
2
特徴
⑴自治体，企業，大学，市民団体等（公民学）の連携による人材育成，会議，ワークショップ，⑵大学や研究機関の提案
に基づく新規事業創出の拠点，⑶大学から市民への知の開示と連係，⑷柏の葉地区ならびにTX沿線の都市デザイン，⑸
まちづくりの進捗に応じた柔軟な組織運営
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表４ 名古屋芸術大学アート＆デザインセンター
施設名 名古屋芸術大学アート &デザインセンター
運営機関 学校
設立 西暦 2003.4
勤務体制 シフト制 × ( ) 昨年度の来客数 年間(不明)人人
スタッフ内訳 社員(常勤) アルバイト・学生 アルバイト・一般 ボランティア・学生 ボランティア・一般 スタッフ数(計)
受付 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人
事務員 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人
警備員 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人
その他 1 人 数人 − 人 数人 − 人 1 人
合計 1 人 − 人 − 人 − 人 − 人 1 人
来客者(多い順位) １，学生・職員 ２，成人男性 ３，成人女性
休館日
年中無休 −
営業時間
平日 ( ９ )時∼( 18 )時 定休日 日，祝，夏季冬季休み
土日，祝日 ( − )時∼( − )時 年末年始 −
入館料 有料 − 大人( )円 小人( )円 無料 ○
駐車場有無 ○ (無料) ( 100 )台 最寄り駅 徳重・名古屋芸大 駅
その他交通機関 バス 分 徒歩 15 分
ギャラリー有無 ○ 利用料
有料(一週間利用) ( − )円
無料 割引 −
利用期間 ３ヶ月に１回 展示販売の有無 ×
学割 −
その他割引 −
講座の有無 ○ 講座内容順位
1 2 3 4
デザイン講座 美術 − −
講座頻度 １週間に１回 情報誌発行有無 ○ イベント案内，講座案内，毎号特集
発行頻度 年４回 資料・図書スペースの有無 ○
冊数
不明
貸し出しの有無 × 貸し出し期間 − 機材・道具利用有無 ○
レンタル道具
工房道具 画材 模型道具 手芸道具 パソコン PCソフト
○ − − − ○ −
印刷器具 その他
PC台数 ( ２ )台 利用可能なOS
Windows −
− − Mac X
デザインの相談受付
学生 ×
一般 ×
規模
ギャラリーA 151m
2
平面図・案内図・写真
ギャラリー B 36.20m
2
ギャラリーC m
2
制作室 m
2
工房 m
2
スタジオ 39.35m
2
講義室 A m
2
講義室B m
2
ラウンジ 83.09m
2
図書スペース
m
2
席
事務室
30.43m
2
1席
研究室
m
2
席
その他 m
2
計 m
2
特徴
・機関紙でのレビュー掲載
・卒業生で活躍しているデザイナーの展示
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表５ 大阪デザインセンター
施設名 大阪デザインセンター
運営機関 団体
設立 西暦 1960．10
勤務体制 シフト制 × ( ) 昨年度の来客数 年間(625)人
スタッフ内訳 社員(常勤) アルバイト・学生 アルバイト・一般 ボランティア・学生 ボランティア・一般 スタッフ数(計)
受付 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人
事務員 4 人 − 人 − 人 − 人 − 人 4 人
警備員 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人
その他 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人 − 人
合計 4 人 − 人 − 人 − 人 − 人 4 人
来客者(多い順位) １，成人男性 ２，成人女性 ３，学生
休館日
年中無休 −
営業時間
平日 ( 10 )時∼( 18 )時 定休日 土日，祝
土日，祝日 ( − )時∼( − )時 年末年始 −
入館料 有料 − 大人( )円 小人( )円 無料 ○
駐車場有無 ○ ( 有料 ) (2,200)台 最寄り駅 トレードセンター前 駅
その他交通機関 バス 分 徒歩 5 分
ギャラリー有無 ×○ 利用料
有料(一週間利用) ( − )円
無料 割引 −
利用期間 − 展示販売の有無 −
学割 −
その他割引 −
講座の有無 ○ 講座内容順位
1 2 3 4
デザイン講座 − − −
講座頻度 １年に１回 情報誌発行有無 × イベント案内，講座案内，毎号特集
発行頻度 ３ヶ月１回 資料・図書スペースの有無 ○
冊数
3,600冊
貸し出しの有無 × 貸し出し期間 − 機材・道具利用有無 ×
レンタル道具
工房道具 画材 模型道具 手芸道具 パソコン PCソフト
○ − − − ○ ○
印刷器具 その他
PC台数 ( − )台 利用可能なOS
Windows 不明
○ ○ Mac 不明
デザインの相談受付
学生 ○
一般 ○
規模
ギャラリーA m
2
平面図・案内図・写真
ギャラリー B m
2
ギャラリーC m
2
制作室 m
2
工房 60席
2
スタジオ m
2
講義室 A m
2
講義室B m
2
講義室 C m
2
図書スペース
m
2
席
事務室
m
2
席
研究室
m
2
席
その他 m
2
m
2
特徴
レンタルオフィス月 1,905円 /m
2
27,216 円 /14.30m
2
∼ 67,095円 /35.21m
2
プロジェクター設置のプレゼンテーションルーム，商談室，セミナー・パーティ可能な交流サロンルーム
2-2 運営主体の違いによる施設活動
大学が運営するデザインセンターは，展示や講座・開発・研究など教育一環としての活
動に特化して施設活動を行っている。仕事斡旋などデザインに特化した就職活動支援する
情報・窓口はなかった。公共機関が運営するデザインセンターは，多機能な設備のものが
多く，地域企業のデザインの相談窓口があり情報・資料が充実し，ネットワークを通した
仕事の斡旋など広く活動を行っている。専門的な機材を利用しながら作業できる環境が整
えられていた。民間機関が運営するデザインセンターはビジネスとしてデザインの向上を
支援するものがあった（図３）。
2-3 利用主体の違いによるデザインセンターとの関係性
①学生とデザインセンター
大学で運営されているデザインセンターでは，授業や研究との連携のほか，制作活動が
出来る街中に配置された研究室に近い要素を持っており，学生にとって地域社会と関係性
を深める地域と学生のパイプ的な役割を果たしている。一方，公共運営のデザインセン
ターでは，学生は展示観覧やセミナー受講など情報を受け取るなど受身の関わり方が中心
となった（表６）。
②地域産業・地域住民とデザインセンター
地域産業に対し，デザイン情報提供，人材の育成，技術知識の提供，共同研究による新
しい技術の習得・発展活動を行っている。地域住民にもデザインに関する展示イベントを
通して，地域に文化芸術的資産の提供を行って，地域全体としてデザイン活動の復興にむ
日本国内におけるデザインセンターの活動に関する研究
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図３ デザインセンター運営機関別機能比率
表６ 学生のデザインセンター利用状況
施設名
名古屋芸術大学アート
&デザインセンター
柏の葉アーバンデザインセンター 大阪デザインセンター
静岡市クリエーター支援
センター
運営機関 大学運営 大学・公共・民間運営 公共団体 公共団体
施設分類 機能・設備重視型 研究・調査型 地域産業復興型 キャリア支援型
活動
・受付業務
・制作活動
・展覧会（授業，自主企
画）
・展示コーディネート
・研究生の作業スペース
・学生の研究についてアドバイス
・研究活動を通して修士論文に繋
げる
・ワークショップなど自発的に企
画
・学生ネットワークを作り学生同
士の情報 共有を行う
・展示の観覧
・セミナー・講演会の視
聴
・資料・図書など情報収
集
・展示の観覧
・セミナー・講演会の視
聴
けた活動を行っている。
③地域デザイナーとデザインセンター
創造活動の場，機材・設備の提供によってデザイン活動の支援を行っている。また，デ
ザイナーの動向や状況の把握を行っている。施設資産の提供によって地域のデザイン活力
を底上げ，共益となるウィン―ウィンの関係性がうかがえる。
2-4 既存のデザインセンターの地域貢献
情報の集約，発信することで地域のデザインの司令塔として，地元産業企業の技術発展
を支え，デザイン・芸術文化の発展に大きく地域の核となる施設となっている。大学が運
営するデザインセンターでは学生と地域の関係性を深め，実践的なデザイン教育が可能と
なり，教育環境のフィールドを広げることができる他，地域のデザイン活動に活力を生み
出し地域に寄与し，地域貢献に繋がることがわかった。
３ 椙山デザインセンターの計画と評価
3-1 椙山デザインセンターの計画の目的
調査データを元に，現在考えられる椙山デザインセンターの計画条件に当てはめ，実際
に椙山女学園大学が運営するデザインセンターを計画し，評価を行う。最終的には椙山デ
ザインセンターの展望・構想を考察する。
3-2 椙山女学園大学における施設計画の検討
①計画対象敷地∼椙山女学園 88 号館∼
椙山女学園が管理する元々貸事務所だった建物であり，様々な経由を辿り現在は使われ
ていない。建物の位置は，星ヶ丘駅から徒歩５分で，マ・メゾンの隣である（図４）。
②周辺地域との関係性
椙山デザインセンターの周辺には，学校，椙山デザインセンターと同じようにデザイン
に関わる施設，星が丘をにぎやかにさせている店舗が存在する（表７）。
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図４ 椙山女学園 88 号館概要
敷地面積 99m
2
室面積 52.2m
2
階数 ５階
その他
エレベーター完備
(利用可)
各階トイレ・水場あり
外階段・屋上あり
③椙山女学園大学における設備・活動内容
椙山女学園大学の生活環境デザイン学科をはじめ，様々な学部学科が存在する。そこで
椙山デザインセンターで利用できそうな各学部学科の知的財産・設備をまとめた（表８）。
3-3 椙山デザインセンター利用者のデザイン活動におけるニーズ
アンケート，インタビュー調査を行った結果，デザイン活動におけるニーズが高かった。
誰もが利用しやすい気軽で簡単なシステム，ルール設定が求められていた。
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表７ 88 号館周辺施設
〈学校〉 〈施設〉 〈店舗〉
・菊里高校
・東山工業高校
・東星中学
・淑徳大学・高校・中学
・星ヶ丘小学校
・星ヶ丘幼稚園
・星ヶ丘保育園
・デザインの間
・星ヶ丘駅ギャラリー
・千種図書館
・千種スポーツセンター
・東山動物園
・三越
・星が丘テラス
・マ・メゾン
表８ 各学部学科の知的財産・設備
学部学科 分野 機能・内容
●食品栄養 管理栄養
商品開発
お料理教室
カフェ運営
●文化情報
情報リテラシー
インターネット・PC 知識レク
チャー
メディア情報
映像・音響機材のレンタル
映像・音響機材のレクチャー
映像・音響の制作請負
●国際コミュニケーション クリエイティーズスタディーズ
舞台・芸術情報
広告制作
●現代マネジメント 都市計画 地域活動
●教育 福祉・教育ボランティア 地域貢献プロジェクト
●生活環境デザイン
建築・インテリア・プロダクト 設計模型制作
プロダクト・アパレル 制作
建築・インテリア・プロダクト・
アパレル
CADなど機材・設備レンタル
デザイン雑誌・本・最新情報の
発信
デザイン相談
インターン・社会とのつながり
制作販売（ネット販売など）
商品開発
3-4 椙山デザインセンターの機能・運営計画
①機能の選定
調査結果よりサロン展示制作スペース機材・設備セミナールーム図書
スペースデザイン相談窓口休憩室・宿泊の機能を選定した。
②運営計画の概要
管理する人は，専任として１人，受付として数人の嘱託または院生，臨時として学生を
雇う形となる。開館時は１階で受付をしながら椙山デザインセンターを管理して，19時か
らは上階で管理を行う。
③機能・運営計画のパターン別
得られた調査データより特徴のある４つの椙山デザインセンターの機能・運営計画を立
てた（図５）。
Ａ．制作重視型 Cの設備重視型と比べて，機材が少なく，制作スペースを広く取っている。
Ｂ．情報重視型世界中，また専門的な情報があり，相談スペースも多く支援しやすい。
Ｃ．設備重視型機材を多くおいて，密な制作ができ，製品開発，デザインの活性化を図る。
Ｄ．多機能型セミナールームがあり，講座やイベントが行いやすく，多用途利用ができる。
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図５ 椙山デザインセンター計画案
3-5 椙山デザインセンターの計画に対する評価
3-4 の機能・運営計画に対しての評価を椙山女学園大学全学部の学生（４年），教員，事
務員にインタビューを行った。
①機能・活動計画に対する評価
特徴のあるＢ．情報重視型，Ａ．制作重視型が選ばれ，情報だけではインパクトにかけ
るので，Ａ．制作重視型とＢ．情報重視型を合わせることで，特徴づけができる。
②地域貢献に対する評価（表９）
地域貢献を行うためには，まず地域の人が気軽に来られるようにサロン，カフェを提供
する。また地域と大学が近づくために，教員による大学の窓口を置いて，制作による相談，
企画の依頼，デザイン提供の依頼を地域の方と企業から聞き，学生の授業，研究に取り入
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表９ 椙山デザインセンターによる地域貢献の可能性
機能 活動内容 詳細 場所 対象者 地域貢献の可能性
サロン カフェ
管理栄養学科による提案メ
ニューを取り入れたり，学生
によるカフェをつくる。
椙山デザインセンター１階 学生
授業で学んだことが活かす
ことができ，企画力が身に
付く。
展示
卒業展
展示
生活環境デザイン学科による
卒業展や個展を開く。
椙山デザインセンター２階 星が丘の住民
学生との交流ができ，楽し
みながら学生に対する理解
ができる。
制作
PC，機材
レクチャー
生活環境デザイン学科による
制作，PC，機材のサポート，
説明を行う。
椙山デザインセンター３，４階
椙山女学園大学の施設
学生
学んだことを人に教えるこ
とで，考えを深めることが
できる。
セミナー 講座
教育学部による親子ふれあ
い学習や，管理栄養学科に
よる料理教室などを行う。
椙山デザインセンター１階
椙山女学園大学の施設
星が丘の住民
自分の学力を上げると共
に，学生との交流ができる。
情報
世界中の情報
専門的な情報
デザインに関する専門的な講
座など，全国から情報を集め，
提供する。
また，日本だけではなく世界
中のデザインの流行，デザイ
ン情報を提供する。
椙山デザインセンター５階
女性デザイナー
学生
知識の幅が広げることがで
き，活動の場を広げること
ができる。
相談 大学への窓口
生活環境デザイン学科の教員
による，相談窓口を設ける。
星が丘の住民や施設から，デ
ザイン提供，企画・イベント
の依頼を引き受け，学生や企
業への仲介役となり，マッチ
ングを行う。
椙山デザインセンター５階
大学
大学にとって，星が丘に貢
献することができ，よい
PR になる。また，学生へ
の新たな教育方法が生まれ
る。
星が丘の住民，施設
デザインに関して何でも相
談できることがよく，大学
に対しての懸念が取り除か
れる。
キャリア支援 インターシップ
星が丘の学生に，職場体験が
できるように企業との連携を
はかり，学生の社会性を身に
つける。
星が丘の企業
学生
社会への懸念をなくし，将
来への向上力に繋がる。ス
キルアップできる。
星が丘の企業
学生のへ教育を行うことに
よって，将来の活躍の懸け
橋となり，企業の活性化に
繋げることができる。
企画
地域の施設との
連携
星が丘テラスや三越といった
店舗の宣伝方法や，ディスプ
レイなどを企画し，デザイン
をする。
星が丘にある店舗や施設
学生
企画力を身につき，社会に
出ていく時に大きな活力と
なる。
星が丘の施設
大きなアピールポイントが
でき，企業に頼むより安く
済む。
イベント
まちづくり
ワークショップ
星が丘を歩き回り，まちに触
れる。星が丘について改めて
見つめ直し，まちづくりへの
考えを言い合える場を設ける。
星が丘全体
大学
星が丘の住民
星が丘の企業，施設
星が丘
まちづくりにおいて，住民
の声は聞くことで，新たな
活性化のアイデア，デザイ
ンを生むことができる。
れる。また，星が丘の企業，公共施設とのコラボも考え，マッチングも行う。
3-6 椙山デザインセンターの地域貢献計画
この椙山デザインセンターの働きによって，椙山女学園大学内での連携はもちろん，場，
コンテンツ，運営の提供により星が丘の施設との連携も図り，企業と連携したものづく
り，住民・施設と連携したまちづくりに繋がり，星が丘に活性化・発展への貢献がで
きる。また，新たな活力，女性デザイナーが生まれることで，いずれは名古屋全体への社
会的貢献が望める（図６）。
４ ま と め
4-1 本研究のまとめ
本研究によって，大学運営型デザインセンターが地域貢献に繋がることが確認できた。
問題点としては，地域への開放・認知と永続性が挙げられるため，地域住民に利用しやす
く，興味を持ってもらうために，広報や施設の敷居を高くしないこと，また，学生や周辺
地域と関わり，企画や活動での広がりを見せることが必要である。
4-2 今後の課題
大学運営型デザインセンターの地域の位置づけは重要である。地域の活動・企画の提案，
相談ができるようなフラットな部分と，他の施設と差をつけるために専門性を特化した部
分をつくることが課題である。また，地域の企業・連携を図るため，定期的な集会を行う
など，地域の意見の収集を行う核となる施設としての役割も重要である。
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図６ 椙山デザインセンターによる地域貢献モデル
